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日立諾特許

ボイラ燃焼量制御装置

ボイラの負荷指令変化に対し,負荷

変化後一定時間先行制御か行なわれて

し､る｡しかし,什も負荷領土戌でのこの稚

了別御は,負荷変化時閉経過後の土蒸1く

iん=麦変化を防止できない｡これは,員弔f

によりボイラ特一性が変わるためであるし)

本発叫は,このノきこを改善するもので,

負荷指令の大きさに応じて先行制御の

継続時側を変更する()

図=二二の発明のナ実施例を,図2に

そク)動作説明図を示す｡負荷設荘器①

の出プJ(図2の④)は変化率制限器②で

変化率が制限され(同凶の(砂),加l算器

④に与えられるr〕一方,制限器(卦の出

変化率制限器

(三)-

,10 ㊥､
関数発生器

関数発生器

L±垂室器
11

力は微分器⑦及び関数発′卜器(軒～⑪に

与えノJれる｡微分一器は同周∈〕のような

変化期間を｢H力する｡乗算器⑧は,負

荷ク)大きさに見合う仁子号を出力する関

数発生器(卦と微分器H力とを乗算する｡

来算器出力は変化ヰ珊J限器⑫で変化率

を制限され,先行制御信号となる｡制

限器⑫の変化率は,関数発牛器⑲,⑪

により,負荷の大きさか人なるほど負

荷1変化期間組過後の継続時間を如くr別

限される｡図2グ)④は負荷大の場†ナ,

(∂は員碍f小の場ナナの先行制御信号であ

る.｡二の制御により,主蒸気i比度の変

動かド方_1J∴できる｡
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加 算 器
(釘
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＋
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図l ボイラ燃焼量制御装置の構成
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1.特長･効果

(1)負祥f指令の人きさに応じて先行制

御の継続時聞を変えるので,どのよう

な負荷領域でも負荷変化に伴う土方≡与(

i温度変動がなくなる｡

(2)同様グ)増山で,負荷の人幅な変勤

に対Lても安定したボイラ燃焼〔別御を

!具現できる.〕

2.j是供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特許第川50280号(特公昭55-3972り

｢ボイラ燃焼量制御装置+

ボイラ給水純化方法
火力発電所の蒸気タ”ビンプラント

では､給水は復水器から給水系統を通

じてボイラに供給される｡この給水系

統を流れる給水中には,銅,鉄などか

ら成る不純物が含まれておl),ボイラ

の停止中に不純物が脱気器貯水槽の底

に沈降し,また給水中にど軽素がi比入し

て,酸素含有量が増大する｡そして,

ボイラ起動の際に前記不純物を含んだ

給水が貯水槽底から浮き r二がり,ボイ

ラ給水の純度をイ氏下させるので,従来

は純度の低‾Fした給水を十分に系外ブ

ローさせてからボイラに給水していた｡

この発明はボイラ給水のブロー量を

低減又は皆無にし,更にはボイラの起

垂むを【予めることのできる方さ去を提供す

るものである｡図1はこの発明のボイ

ラ給水の純化系統を示すものである｡

蒸気タービン(丑の排気を凝縮する復

水器②は,復水ポンプ(軌 脱塩装置④,

低圧給水加熱器(昏を経て脱気器⑥と配

管接続されている｡脱気器(釘の下部に

設けられた脱気器貯水槽(丑は,給水ポ

ンプ⑧,高圧給水加熱器④を経てポイ

ラ⑲に配管接続されている｡そLて脱

気器貯水槽(丑の底辺からは,クリーン

アップ配管⑪が復水器②に接続されて

①
10

は

11

12

｢ ｢

//⑦

図l 火力発電プラ

ントのボイラ給水純

イヒ系統

13

おり,その途中に弁⑫が設けられてい

る｡また,脱乞て器(む♂)空気抜きのため

に配管⑬が子簸水音旨②に接続されているり

給水中に含まれる不純物は,脱気器

貯水槽(丑に至ると給水との比重差によ

ってその底辺に沈降し,長期間のフ㌧ラ

ント運転｢†り二漸二大准帖Lていく1｡更に,

運転休止中には不純物を含んだ給水中

に酸素が漸次溶解Lていく.〕

そこでこのように脱気器貯水槽⑦の

嬢辺に沈降Lた不純物,更には酸素を

含む給水をボイラ起動に先立って配管

⑪を介して復水子細)に引.き抜き,以後

脱塩装置(彰,脱気器⑥を通じて脱気器

貯水槽⑦に循環させて純化し,その後

にポイラ⑲に供給する｡

本発明は脱上誌装置及び脱気器を通す

ことによって,イく組物及び酸素か取り

除かれて給水が純化され,プラントの

早期起動か可能になる｡

l. 特 長

(1)脱気器貯水槽の底辺に沈降Lた不

純物及び酸素を含む給水を純化できる(⊃

(2)ボイラ起動に先立ってボイラ給水

を純化できるので,発電プラントの｢一寸･

期起動が可了絶となる｡

2.]是供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第830639号(特公昭48-34002)

｢ボイラ給水純化方法+
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田立諾特許

高温高圧用密封装置

高温,高圧流.体を取り扱う各種機才減

でのシール部に適用される密封装置と

しては,通常0リ ング,金属ガスケッ

トが設けられるが,0リングなどの弾

性シールは高子去ユ.,高圧オ大況下では使用

に耐えない場合が多い｡金属ガスナッ

トによる密封手段では,あらかじめ付

与される初期密封面圧力と,その後の

性を保つために必要な半径方向力

とが必要であるが,高圧さ允体が作用す

る筒所に使用するため半径方向力を大

きくすると,その降イ人応力を超えてつ

ぶれてしまい,再使用が不可能になる

とともに分解作業に多大な手数を要す

る欠点があった｡

日寸二製作所では,組寸二分解が答幼で

あるとともに再使用が■叶能である高?温

高圧用密封装‾置を開発した(図1参照)｡

本装置は商才息,高圧‡充体を内蔵する

円筒容器の開Lほβを開巻する閉塞部材

に,内部i充体J主力によって閉塞部材‾方

向に移動する円錐状の加圧リングを設

け,この加圧リングと円筒容器の内塀

血との間にシールリ ングを設けて組二在

加圧リング

円筒容器

＼

羽根車

シールリング

尖∈

軸

ボルト

課

図l 高温高圧用密封装置断面図

分解を容易にするとともに,加圧リ ン

グによって内部流体圧力の一部を各密

封血への適切な密f十i新庄力として取り

出し,これを閉塞部材､加圧リング,

シールリング及び円筒容器内1控F別に形

成される各頼子封向に作用させるように

したものである｡

日‾在製作所では,この高iム.L高圧用密

封装置をボイラ給水ポンプに適用し,

実績を挙げている｡

1.特長,効果

(1)円筒容器内の流体圧プJに応じて密

封面を自緊するので,流体に圧プJ変動

が生じてもこれに対応した禽封機能を

発揮する｡

(2)円錐耐をもつ加圧リングとシール

リ ングの使用によって密封するように

したので,シールリングに無理な力が

作用せず,シールリングの再使用が可

能になる｡

(3)密書寸書βを備えた閉塞部材を円筒容

器に取り付けられるので,分解作業が

老=Lく向上する｡

2.]是供技術

■関連特許の実施許諾

特許第【056330号(特公昭55-44261)

｢高温高圧用密封装置+

軸流回転機械の軸封装置
蒸気タービン及びガスタービンの軸

シーール部分には,ラビリ ンス又はダイ

アフラムパッキンなどの軸封装置か設

けられている｡タービン運転中に軸封

装荷のパッキン歯先がロータと接触す

る事態が生じると,タービンに異常振

J軌が誘発される｡■虹に,巾者の寸妾触に

作うー召損によってパッキン歯先とロー

タとの周篠が広がり,丁允体のi届洩量が

増加してタ【ビン効率が低下する｡特

に,上記現象はタービンケⅦシングに

熱変形が生じるタービンの起動,停止

時に発生しやすい(,したがって,ター

ビンケーシングに熱変形が生じた場合

でもパッキンとロータとの接触を回避

できる軸封装置の実現が望まれていた｡

匡11は本発明の軸封装置を備えた蒸

気タービンの段落構造を示すものであ

る｡ロータ(丑の外周には多数の動翼②

が環状に配列されており,ケーシング

(卦の内周には同じく多数の静巽④を環

状に配列したダイアフラム(亘が設けら

れている｡ダイアフラム(参の内周には

軸封装置を構成するパッキン(¢がロ【

＼

蒸気
■∈--･-

図l 蒸気タービンの段落構造

タ(丑を包匪けるように取り付けられて

いる｡このパッキン(参の形ご状は,図2

に示すようにパッキン歯先の上半,放

び下半の内径中心Pl,P2かロータ(丑の

中心0よりも上下にそれぞれズ1,g2偏

心して形成されている｡また,パッキ

ン歯先の下半の内径中心角だけを中心

0から1ご側に裁だけ偏心して形I戊して

もよい(偏心呈は0.15～1.8mm)｡そして,

パッキン(むとロータ①との間の垂直方

向間幡は,少なく とも下側間篠Vが水

平方向間篠〃より も1.3～3.41甘広くな

るように設定しておく(｡

/ク

①､

汁"

諜月

ク/

区12 軸圭寸装置の断面形状

本発明は,タービン起動停_l_1二暗に,

㌢温度差に起因LてケMシングに熱変形

が生じた場合でも,軸封装置とロータ

との接触を防Ⅰとすることが可能となる｡

1.特 長

(1)タービンに異常振動が発生するこ

とを防止できる｡

(2)タービンの効率低下が防_1l二できる｡

2.】是供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第1095260号(特公昭54-15985)

｢軸流回転機械の軸封装置+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡またノーハウにつし､てもご相談に応しておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お間し､合わせ先は･･･株式書赴日五裂イE帝
〒105東京都港区浜松町二丁目4蕃l号(世界貿易センタービル)電話(03)4354116-8(ダイヤルイン)特許部特許営業グループ
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日立液中モータポンプ

極低卓見又は高7且流体を扱うポンプは,

漏洩に関して信頼性の高い液中モータ

区Il 低温サブマージブルボンプ

表l 低温サブマージブルボンプのイ士様

ポンプが適している｡これらの用途に

対して,LNG(液化天然ガス),LPG(液

化石子由ガス)などの低ぎ且液化ガス用サブ

マージブルボンプのシリーズ化を推進して

おり,このたび,我が国最大出力のLNG

用サブマージブルボンプを完成した｡

1.主な特長

日立製作所独白の軸スラストパラン

スシステム(特許出願中)をj采用し,ま

たモータはハイパクト絶縁とフォーム

ドコイルを採用するなど,高信板化を

【司っている｡

2.主な仕様

低i温サブマージブルボンプを図1に,

また､シリーズ化の仕様を表lに示す｡

シリーズ

項目
A B C D E

ポ

ン

プ

形 式 ノンシール′ヾ-レル形立て 軸多段ポンプr

吸 込･吐 出 L 口 径(mm) 80×5t) 100×80 lSOxlO(】 200ニく150 300)(250

貴大吐出しl(m3/h) 50Hz/60Hz 50/60 95/l14 柑0′/216 300//36ロ 5()0

全 揚 程(m) Z′000｢¶以下

モ

l

タ

形 式 立て形サブマージプル三相誘斗電動1幾

電 i原 周 波 数(Hz) 50/60

電 圧(∨) 3.800_/3′30D 400′/440

絶 縁 等 級 F種相当

一方,新形軽水炉用の高ぎ急流体を扱

うイ ンターナルポンプについても,昭

和55年から要素試験を実施し,可変周

波数インバ【タ電i原を含め設計を完了

し,現在鋭意製作を進めている｡図2

は,要素試験の一例として水力モデル

性能試験を示すものである｡

Ⅳmr

図2 インターナルポンプの水力モデル

性能試験

H‖‾AC S-810アレイプロセッサシステム

近年,科学技術の多くの分野で,複

二推で大規模な計算が必要になってきて

いる｡例えば,気象,構造計算,分子

科学,J京子力,核融合,航空工学,半

導体などの分野では,急速に高速計算

のニーズが高まっている｡このたび開

発したHITAC S-810アレイプロセソサ

システム(図1)は,これらの分野に特

に適合するように開発した科学技術計

算用超高速コンピュータである｡

1. システムの特長

(1)超高速処三塁の実現

最新の超高速ハードウェア技術と論

理方式の開発によって,複数個の演算

器が並行して動作することが可能な,

並列パイプライン演算処理技術を開発

した｡これによって,1秒間に最大6.3

低回のi寅算を実行することが可能にな

つた｡

(2)主記憶容量の拡張

主記憶容量を最大256Mバイトまで拡

張した｡これによって大きな配列を主

記憶上に置くことができ,大規模な計

算が可能となった｡

(3)半導体拡張記憶装置の開発

大規模な技術計算を高速で処理する

ために,デ【タを蓄積し主記1意と高速

転送を行なう大谷量の半導体拡張記憶

装置を開発した｡これによって大規模

データをディスク装置に格納して盲寅策

する場合に比べ,格段の性能向上が得

られる｡

(4)高性能ソフトウェアのサポート

アレイプロセソサの高速性能を引き

～-Hし,効果的に運月]するために次のソ

フトウェアを開発した｡

り

叫ヨ1

ー
㌦
払

準ヤ】■■､-､■.

図I HITAC S-810アレイプロセッサシ

ステム

表l プロセッサ仕様

モテリレ
S-810/10 S-8柑/20

項目

長 大 性 能(MFLOPS) 315 630

●演算処王空襲荘

80 83ベ ク ト ル 命 令 数

浮動小数点レジスタ数 16 16

ベクト ル レ ジスタ 数 Z56語×16 Z56語×32

ス カ ラ レ ジ ス タ 数 16 3Z

バッファ記憶(kバイト) 64 256

●主記憶装置(Mバイト) 16～】28 32へ-256

●拡張記態装1王(Mバイト) 128､引2 128､l′024

長大転送速度(Mバイト/抄) 500 500,l.000

●入 出 力 処 理 楽 音王

8～32 8へ32チ ャ ネ ル 敷

(a)高機能をもつ汎用性と高速処理

とを両立させた制御70ログラム

(b)DOループ文を解析して自動ベク

トル化を行なうFORTRANコンパ

イラ

(c)プログラムの効率良いチューン

アップを実現するベクトル化アナラ

イザ

(d)行列を扱う演算を高速で処理す

る行列計算ライブラリ

2.プロセッサの仕様

プロセッサの主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 コンピュータ事業本部)
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736シリーズ日立生化学自動分析装置

血清中のコレステロールや各種酵素

など最大32項目を,1時間300検体分析

できる臨J末生化学検査用｢736シリー

ズ日立生化学自動分析装置+を開発し

た(図1)｡

本シリーズでは,マイクロコンピュ

ータによって制御された分析ユニット

の組合せにより,処至里能力が32項目,

300検体/時の736-60形と,その姉妹機

である24項目,300検体/時の736-50形,

32項目,150検体/時の736-40形の3機

種から構成されており,最近の医療の

頭
匡
】
1

736シリー

ズ日立生イヒ学自

動分析装置(736-

60形)

進歩に対応し,より信栢件の高い検杏

結果を効率的に得るようにした新‾製品

である｡

1.主な特長

(1)最大32項目,300検体/時の高い処

理能力

(2)データの信求刑隼確保

(a) レート(反応適度)分析法の採用

(b)検体ブランクの補正

(C)血清情報(濁り,溶血など)の測定

(d)精度管ヲ聖のCRT(Cathode Ray

諺′

姦至≡琵…､
野〉 "､i

ぬ㈱仙,舶イー叩*シシン､d､山世､､､卿-▼

-Yノ､舶脚L､‥′′-､＼wY′､山"(

?｢℡軍

感狩野｡=寺▲

′▼竺､恐竺㍑こご′苧苧琴､…ご′…ご′い

表1 736シリーズ日立生化学自動分析装

置のイ土様

形式

項目
736-60形 736-50形 736-40形

同時分析項 目 3Z 24 32

処‡軍靴力(検体/時) 30ロ 150

方 式 ターンテー｢7ル ディスクリート形

血清l(〝J/項目) 3L10

試薬t(〃J/項目) 300

測 定 条 件

反応時間:7.5分

反応温度:37℃

光 度 計 多7皮長光度計によるZ波長;則光

分 析 法
一比色分析･レート分析

Tube)表示

(3)血1音量(3～10/∠り,試薬量(50～

350/∠J)の微量化

(4)検体ごとの項目選択機能付加によ

るランニングコストのイ氏子戒

(5)ユニット方式の採用によるダウン

タイムの低i成

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作戸斤 計測器事業部)

日立評論 Vol.64 No.11予定日次

■小特集 水力発電

水車及びボン70水車に関する最近の技術進歩

党電機及び発電電動機に関する最近の技術進歩

最近の揚水発電機器の現地試験結果

揚水発電所制御システムの最近の技術

東京電力株式会社奥利根(仮称)総合制御所水力総合制御所

水力総合監視制御システムの開発

小水力発電機器

■一般論文

大電流イオン打込み装置

77kV系統用ディジタル形故障継続検出装置

5kW炭酸ガスレーザ装置の開発

斜行エレベーターの開発

東京証券取引所における証券の売買取引システム

ライブラリ管理システム

コンピュータシステムにおける光データ伝送

日 立

グ フ フ

ル ポ

明日を開く技術く31〉

家 庭 コ
ー ナ ー

Vol.44 No.10 日 次

たばこ作りの新鋭工場

"斜めに走るエレベーター”が登場

丘陵地利用の決め手 日立斜行エレベーター

ス【パ【コンピューターの新展開

レーザーが音を読む 第4の音源誕生./

いよいよDAD時代 デジタル･オーディオ･ディスク

7しレーヤー/DAD-1000

新 製 品 紹 介 ラジオカセットレコーダー カラオケシステム

シェーバー スタンド

ト ピ ッ ク ス``oA''を一堂に集めてオープン

一新宿NSビルのヒューマニケーション70ラサー
て人ちト〉う

続･美術館めぐりく34〉 井原市立円中美術館
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